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   1) Three strainsof PPLO isolated from malenon-gonococcal urethritis (NGU) and 
7 species of bacteriawere examined to determinate the effects of thallium acetate in 
"PPLO agar (Eiken)" in suppressing their growth. 
   The results showed  that  ;
   The three strains of PPLO were not inhibited by thallium acetate in a 1 500 concen-
tration, but the strains of Corynebacterium and Gaffkya tetragena were inhibited by a 
1 2,500 concentration. 
   Concentrations of 1  : 1,000 of thallium acetate inhibited the  growth of Neisseria gonor-
rhoeae and Serratia marcescens, while the strains of Escherichia coli were inhibited by a 
1 500 concentration. 
   Gram positive diplococcus (isolated from NGU) was the only bacteria which appeared 
to be uneffected by the thallium acetate. 
   No  "L" type colonies were observed on any of the thallium acetate plates inoculated 
with bacteria. 
   2) At the Urological Department of the Communications Hospital, Osaka, from 1955 
to 1958, a total of 450 patients were studied to evaluate a selective medium containing 
thallium acetate for the isolation of PPLO from clinical material. 
   PPLO were isolated from 44 out of 450 cases ; 28 (12.2 per cent) of 230 male cases 
with NGU, 4 (3.1 per cent) of 131 gonococcal urethritis, 2 (3.5 per cent) of 56 healthy men 
and 10 (30.3 per cent) of 33 gynecologic patients.
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   Of a total of 44 strains of PPLO, 36 (82 per cent) grew on a selective medium conta-
ining of 0.04 per cent of thallium acetate, including 29 strains (80 per cent) that were 
isolated in pure cultures. 
   Of 44 strains, 24 were recovered on "PPLO agar (Eiken)" of which 6 (25 pet cent) 
were isolated in pure culture. 
   On the  "Ishihara medium" for gonococci, PPLO were isolated in pure culture in 7 (29 
per cent) out of 24 cases with positive cultures. 
   The selective medium containing thallium acetate was most effective in inhibiting 
contaminants as compared with "PPLO agar (Eiken)" and  "Ishihara medium" for gono-
cocci, and thus has proven very useful for the isolation of PPLO from clinical material.
PPLOの培養においては,栄 養価の高 い培地
と一般細菌 に くらべ比較的長 い培養時間 を必要
とする.か ような条件下では培養 も汚染 され易
く他細菌 の発育は旺盛を きわめ,為 にPPLO集
落を看過す ること多 く,時 にその分離 を不可能
ならしめる.従 つて,広 範 囲に各種細菌 の発育
を阻止す ると同時 にPPLOの 発育は妨 げない
選択培地の必要性 が要望 され,従 来,こ の目的





の細菌 のL型 を形成するので好 まし くない とい
われ る。Potassiumtelluriteは高圧滅菌 に耐
えない等 の培地作 成上 に難点6)があ り,Crystal
violetは培地 の含有蛋 白量の多少に よつてP-
PLOの発育 を左右3}するとい う.そ の他Sul-
famethazinを使用した報告9〕もあ るが,1953
年MortonおよびLecce4》に よ りThallium
acetateの優秀 性が確認 され て以 来,現 在P-
PLOの 選択培地 としてThalliumacetateが
最 も広 く用い られている.併 し,臨 床材料か ら
のPPLO分 離 につ き,本 培地 の使用を系統的
に評価 したのは皆無 といつて よい




例 の婦人患者 の培養 に本培地 を使用 し,臨 床材
料 か らのPPLO分 離の為のThalliumacetate
含有選択培地の実用価値 を比較検討 した.
(本論 文 の一 部 は 昭和29年第5回 中部 連 合泌 尿 器科
学 会7)及び 昭和30年第43回日本 泌 尿器 科 学 会総 会8}に
発 表 した.)
1.実 験 材 料 及 び 実 験 方 法
A.Thalliulnacetate(Tと略 称)の 選択 作 用 に
関 す る試 験 管 内実 験
1)使 用菌 株.非 淋 菌 性尿 道 炎(NGU)か らの大 阪
逓 信病 院 保 存PPLO株3,Gram陽 性Diplococ-
cus2,Corynebacterium1,Gaffkyatetragena1
及びNeisseriagonorrhoeae1計8株に 加 うるに,大
阪大 学 微 生 物病 研 究 所 保存 のCorynebacteriumdi-
phtheriae1,Serratiamarcescens1,大阪 市 立大
学 医学 部 第2外 科 教室 保 存 株Escherichiacoli2,
総 計12株を供 試 した.
2)供 試Thalliumacetate含有 培 地(T培 地)
PPLO用 基礎 培 地 成 分(ポ リペ プ トン20.09,葡萄
糖0.59,NaCI,Na2HPO4各々5.09,寒天 末20.09,
蒸 溜水 及 び 牛心 肉水 各 々500.Oml)を混 和 溶 解 し,之
に 予 め高 圧 蒸 気 滅菌 した10%Thalliumaceticum
oxydulatum(Merk)を適 宜 添 加 す る.pH7.8に 修
正 後試 験 管 に8m1宛 分注,高 圧 蒸 気滅 菌 し,650C前
後 の 温度 の 時 に各 分注 試 験 管 に家 兎 脱 線維 血 液 を2m1
宛 添 加混 和,斜 面培 地 と して使 用に 供 す る。本 実 験 の
目的 に 夫 々0.04%,0.1%及び0.2%のT培 地 が作 成 さ
れ た.
3)菌 液 の作 成 及び 移 植菌 量.
(i)PPLOPPLO用 固形 培 地(第1表)に て
3日 培 養 後,集 落 数 の均 一 に 発 育 した 部 分 の約1cm2
を寒 天 片 と共 に切 りと り,之 をPPLO用 液体 培 地(第
1表)2.Om1入り小 試 験管 内に 投 入 して砕 く しば ら
く静 置 して寒 天 片の 沈 澱 を待 ち其 の上 澄 を1白 金 耳
宛,夫 々T培 地 に塗 抹 移植 した.
(ii)Corynebacterium及びNeisseriagonorr-
hoeae:淋菌 用 石 原 液体 培 地5)(第1表)5.Oml入り試
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第1表
淋菌用石原液体培地
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上,0.04%濃度 で 充 分 普通 細 菌 の発 育 を抑 制 す る と共
にPPLOの 発 育 に 支障 を来 さな い こ とを 認 め た.よ
つ て本 実 験 は専 ら0.04%T培地 に よ り行 わ れ た.
3)培 養方 法.
37℃,好 気 的 培養 に よる.但 し最初 の3日 間 は,底
に 湿綿 を敷 いた 密 閉 硝 子 筒 内に 培 養基 を入 れ 鰐卵 器 内
に 納 め る高 湿度 法 を 採 用 した.
4)判 定 方 法.
細菌 に就 て は,先 づ2乃 至5日 目に 肉眼 的 観 察,次
い で7乃 至10日目に 固 形 斜面 培 地 を 試験 管 よ り取 り出
し集 落顕 微 鏡 下 に精 査 し,夫 々性 状 を 異 にす る集落 に
つ き染 色検 鏡,判 定 を 下 した.PPLOの 判 定 は,先 に
協 同研 究 者 の一 人大 島S)が詳 細 に記 載 した 如 くに行 つ
た.
皿 実 験 成 績
A.Thalliumacetateの選 択 作 用 に関 す る実 験成
績.
種 々の濃 度 のT培 地 を もつ てPPLO其 他 各 種 細菌
純 培 養 株 の発 育 に 及ぼ すTの 選択 作 用 を観 察 し,第 皿
表 の 如 き結 果 を 得 た 。
NGUか ら分離 され たPPLO3株 は何 れ もTの 影
響 を うけ ず,夫 々O.04,0.1,0.2%T培地 に何 れ も良
好 な る発 育 を 示 した.之 に対 し,NGUか ら分離 した
Corynebacterium及びGaffkyatetragena並に
Corynebacteriumdiphtheriae(大連 株)は0,04%
で既 に 発 育 を 認 めず,以 下Neisseriagonorrhoeae,
Serratiamarcescens,Escherichiacoliの順 に 高
度 の 発 育 阻止 が み られ た.Gram陽 性 双 球菌(NGU
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Serratiamarcescens(阪 大 微 研)
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第V表 分離菌別の比較
Gram陽 性 球 菌































































































































































1)PPLO並 に7種 の純 培養細菌株 をもつ て
Thalliumacetateの選択作 用に関 する培養試






夫kのT濃 度で全 く発育 が阻止 された.Gram
陽性双球菌 の2株(NGU分 離)は1/500T濃
度 にてなお発育を認 めたものの,そ れは可 な り
抑制 的であつた.こ れ ら細菌株が移植 されたT





発育阻止 され ない と報 告 したが,Mortonおよ
びLecce4)(1953)は,1/500T濃度 ではPPLO
発育 は阻止れ さず,供 試細菌中Streptococcus
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籏 のみがTに よつて作 用を受け ない唯 一の細菌
であると主張 した。彼等 はまたT培 地では細菌
のL型 発 生をみない と称 し,一 方Crystal
violetの選択作 用は培地 の含有全蛋 白量 に左右
され ることを確認 し,従 来 のCrystalvioletと
Potassiumtelluriteの混 合含有培地6》は選択
培地 として不適当であ ると述べ た.
私の実験 成績 は略kMortonお よびLecce
に一致 し,斯 くしてT含 有培地がPPLO分離 培
養 の為 の最 も優秀 なる選択培地 である ことは,
次の諸点に よつ て確実視 され る.
(i)L型 発生 を認めない.
(ii)幅広い細菌 スペ ク トルを有ち,Gram
陽性お よび陰性菌 の両者 に対す る唯 一の細菌発
育阻止 物質である.
(iii)培地 において高 圧滅菌に耐え,そ の選
択作用は培地の含有蛋 白量 に左右 されない
2)男 子尿道炎患者,健 康男子 および婦 入患
者か らPPLOを 分離す る為 に0.04%T培地 を
使用 し,そ の成績 を次の如 く総括 しPPLO用
培地(E)お よび石原淋菌 用培地(G)と 比較
した。
(i)E,G各 培地に よつて健康 男子尿道か
ら分離 し得 る細菌 の多 くは,Gram陽 性球菌お
よび桿菌に して,そ の他比較 的少数 のGram陰
性桿菌 がみ られ る.こ れに反 し,T培 地 の発育
菌 はほ とんどGram陽性球菌 に限 られ,そ の頻
度 もE或 いはG培 地 の1/2を示すに過 ぎない.
NGUに おける成績 もほ とんど,傾向を同 じくす
る.GUに おいてはT培 地 に限 り淋菌 の発育 は
皆 無であつた.
(ii)各患者群のPPLO分 離 総数44例につ
き,3培 地 の培養所見 を比較す るに,T培 地 の
PPLO分離頻度 は最 も高 く82%を示 し,Eお よ
びG培 地 では約55%であつた.更}⊂T培 地 では
PPLOの純培養例 が36例中29例80%の多 き'に達
し,E培 地 の259/o,G培地の299/ova比し,格 段
の差異を示す また,T培 地 にのみ発育 をみた
のは44例中9例200/.であ るのに対 し,E,G培
地 は夫k4.5%,11%である.即 ち,各 培地 を
単独使用する場 合,T培 地 のPPLO分 離 成功
率が最も高いといえる.
以上の臨床成績は正に純培養菌による実験成




1)PPLO並 に7種 の細菌 を用いてTha1-
liumacetateの選択作 用につき培養試験 を行
つた結果 は次 の如 くである.
非淋菌 性尿道炎 分離PPLO株 は1/500Thal-
liumacetate濃度にて何 れも発育阻止 されな
い.Gram陽 性双球菌は この濃度 でなお発育 し







含有選択培地 にL型 集落 の発生 を認 め な か つ
た.






はほ とん どGram陽 馳球菌 に限 られ,分 離頻
度 も他 の2つ の培地 の半ば に過 ぎない.淋 菌,
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